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Achieving smooth communication is closely related to each student’s proficiency in Japanese.  In this study, an approach 
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１．はじめに 
1.1 社会が求めるコミュニケーション能力 
1999 年の中央教育審議会答申「初等中等教育と高等教育
との接続の改善について」(1)で、キャリア教育という言葉が
使用されて以来、学校現場へのキャリア教育が積極的に導
入されている。この答申では、キャリア教育を「望ましい
職業観・勤労観及び職業に関する知識や技能を身につけさ
せるとともに、自己の個性を理解し、主体的に進路を選択
する能力・態度を育てる教育」と定義している。さらに 2006
年 11 月の文科省内協力者会議作成による「小学校・中学校・
高等学校キャリア教育推進の手引」(2)では、「自己の個性を
理解し、主体的に進路を選択する能力・態度」を具体的に
身につけるための 4 つの力のうち、人間関係形成能力（自
他の理解能力とコミュニケーション能力）を第一にあげて
いる。特にコミュニケーション能力の低下については、2010
年 11 月にも「子ども・若者の変化については、働くことへ
の関心・意欲・態度、目的意識、責任感、意志等の未熟さ
やコミュニケーション能力、対人関係能力、基本的マナー
等、職業人としての基本的な能力の低下や職業意識・職業
観の未熟さなどが多く指摘されている。」(3)と指摘される。
つまりキャリア教育は、学校や社会における生徒（学生）
の自己肯定感の低さ､集中力や耐性の欠如､学習意欲の低
下､そしてコミュニケーション能力の低下などの状況を打
開するために各学校で発達段階に応じて多様な工夫を施し
ながら導入されている｡ 
 
 
1.2 国語科におけるコミュニケーション能力育成の現状  
国語教育では、円滑な人間関係を築いていくための言語
の運用能力､特に話す力 ･聞く力を充分に育成することで、
社会的な諸問題の根底を支えるコミュニケーション能力の
育成が不可欠である｡しかし､実際の国語指導では音声言語
教育（話し方・聞き方）よりも、文字言語 (読解力・文章作
成力)の教育が重視されてきた。客観的な評価が難しいせい
か、音声言語の教育は全体的にみると時間のかけ方が少な
い傾向にある。 
1.3 研究の目的 
本稿では､高等専門学校（以下高専と略称）の国語授業に
おいて、学生の社会的自立への内発的動機付けおよび就
職 ･職業選択に資する能力として､特に ｢話す ･聞く｣ と
いった音声言語によるコミュニケーション能力の育成に焦
点を当てる。言語運用能力育成の考え方､ 授業内容､授業評
価、そして今後の課題について､キャリア教育につながる、
国語の授業方法からのアプローチ、つまり今後の国語科に
求められる授業改善の視点を実践例を通して提案する｡ 
 
２．方法 
2.1 対象者 
対象者は、進路選択を具体的に考える高専４年生とする。
実践事例にあげるのは、熊本高専熊本キャンパス 4 年次に
在籍する全学生 113 名（男子 95 名，女子 18 名）である。
進路希望の内訳は、進学希望約 60％、就職希望約 40％の比
率である。 
2.2キャリア教育における言語運用能力育成の考え方 
キャリア教育の本質は一部の教科や不定期の講演会活動
に任されるのではなく、すべての教科と学校活動全体を通
＊共通教育科 
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挨拶をし、テーマを告げ、２人だけの話に終始しないよう
注意を払う。 
4）インタビューは、一問一答に終わらず、さらに相手の話
を掘り下げ、うまく引き出す話し方をする。 
5）パーソナリティ・ゲストともに「聞き上手」となり、身
振り・声音・表情 といった非言語メッセージを使いながら
傾聴する。 
6）パーソナリティは、トーク終了時に、聴衆に、話の要点
を、わかりやすく簡潔に、まとめ、次回の予告をする。 
7）1 組の終了後に、聴衆の学生は、改善点を含めて、一連
のやり取りの感想を述べて、評価する。 
2.3.2 面接でよくある質問に答える 
「基礎的・汎用的能力」のうち「キャリアプランニング
能力」「課題対応能力」「自己理解・自己管理能力」を育成
するために、「面接でよくある質問に答える」を展開した。 
手順は以下の通りである。 
1）教師は､授業中、企業面接でよく問われる質問事項を提
示し、質問の意図と回答を考える課題を与える。 
2）学生は、まず質問の意図を考え、発表する。 
3）教師は学生の回答を踏まえて解説を行う。例えば、「仕
事にやりがいを感じるときはどんなときか」の質問に対し
て、面接官は、志願者の仕事に対するモチベーションや指
向性を知るために出題している。そのため、今までの高専
生活で体感してきた「やりがい」や「喜び」の具体的な体
験談を伝える。そして「やりがい」や「喜び」を再現させ
るために普段からどういう意識を持って、工夫・努力をし
ているかを伝えるなどの解説である。 
4）学生は、質問の意図を理解し、自己の職業的な能力 ･ 
適性と関連したエピソードをその場で考える（５分程度）。 
5）学生は、自ら積極的に挙手をして、リーダーシップを発
揮したり、時には譲ったりするフォロア-シップを発揮して、
人前に出て回答を発表する。指名制とはしない。 
2.4 授業評価 
「公開トーク番組～ゲストの話を聴こう～」の授業実施
後のアンケート結果（有効回答 110 名）は、以下の通りで
ある。 
問１ 主要な打ち合わせの場所 
学校または学寮（61.1%） 
SNS（メール、Line、ツイッター等）（29.4％） 
その他（友人宅）（9.5％） 
問 2 準備時間 
0.5 時間程度（8.3％） 
1 時間程度（23.3%） 
2 時間程度（36.1%） 
3 時間程度（25.5％） 
4 時間以上（6.8％） 
問 3 発表後の変化（複数解答）  
級友の意外な一面がわかり楽しくなった（85.1%） 
人前で緊張したが話すことが面白くなった
（64.2%） 
日常的に自分の言語表現に関する意識が高まった
(45.0%） 
人と話すときに意識的に聞くようになった
（26.7%） 
他人の言葉への注意が増した（22.2%） 
うなずきや合いの手の効果がわかった（16.7%） 
問 6 発表を聞く態度 
大体聞いていた（5.6%） 
発表者や内容によって聞いていた（13.3%） 
大変注意深く聞いていた（81.1%） 
違うことをして聞いていなかった（0％） 
問 7 役に立ったか 
   ある程度役に立った（18.6%）    
   大変役立った（81.4％） 
   あまり役に立たなかった（0%） 
ほとんど役に立たなかった（0％） 
問 8 問 7 で「大変・ある程度役に立った」のはどんな点
であるか。 
  ・「話の流れの大切さ」である。質問の回答からまた
新たに質問を生むきれいな流れがあった。話の流れ
がきれいであると主題からそれることもなく、まと
まった話になるため、流れというものは非常に大切
だと感じだ。 
・トークの雰囲気やテンポなどがトーク番組の要素
を作り出しているため、常に会場の雰囲気を把握す
ることが重要であることを学んだ。自分の話したい
部分とパーソナリティが興味を持つ部分、聴衆が聞
きたい部分が一致するということはほぼないため、
そのときの会場の雰囲気に合わせて話の内容を変更
することも大切であることを学んだ。 
・ゲストの話に相槌を打ちながらしっかり聞いて、
聞きながらも質問とか話を膨らませるように考える
のが大変だった。ゲストとパーソナリティが話す量
のバランスも大事だ。主役はゲストだが、パーソナ
リティもただの傍聴者ではないと感じた。 
・ゲストはパーソナリティと対話しつつも第三者に
も分かるように話すことだ。ただ単にパーソナリテ
ィと普通に会話するだけでは聞き手は置いてきぼり
になってしまう。そうならないように意識し、説明
も交えながら話さなければならず大変だった。 
・適度な間を取って話すことだ。適度な間を取るこ
とで、話の流れを理解しやすくなる。今後人前で話
す時に参考にしていきたい。 
・パーソナリティとしてテーマの情報に疎かった。
キャリア教育へ<国語の授業方法からのアプローチ>（草野美智子） 
  Research Reports of NIT, Kumamoto College. Vol. 7  (2015) 
して学生の自立への内発的動機付けを効果的に支援するこ
とである｡特に大学等におけるキャリア教育の目標は、「社
会的・職業的自立、学校から社会・職業への円滑な移行に
必要な力」の育成にある(3)。 
図１は、社会的・職業的自立、学校から社会・職業への
円滑な移行に必要な力に含まれる要素を示したもので、①
基礎的・基本的な知識・技能、②基礎的・汎用的能力、③
論理的思考力、④創造力、⑤意欲・態度及び価値観、⑥専
門的な知識・技能等があるが、主にキャリア教育で育成す
べき能力として想定されるのは包括的な②基礎的・汎用的
能力と位置づけられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１「社会的・職業的自立、学校から社会・職業への円
滑な移行に必要な力」の要素（中央教育審議会「今後の学
校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」を
もとに作成） 
 
さらに②基礎的・汎用的能力には、行動として表れ、評
価が可能であるという観点から、図２に示す通り、次の 4
つの能力が設定される。 
・「キャリアプランニング能力」：自己の職業的な能力･適性
を理解し､それを受け入れて伸ばそうとする能力 
・「課題対応能力」：多様な他者とのチームワークを通して
課題を解決していく能力 
・「自己理解・自己管理能力」：自己理解を深め､他者の多様
な個性を理解し､互いに認め合うことを大切にして行動し
ていく能力 
・「人間関係形成・社会形成能力」：他者の個性を尊重し､ 
自分の個性を発揮しながら､人々とコミュニケーションを
図り､協力 ･共同してものごとに取り組む能力 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 基礎的・汎用的能力の内容（：中央教育審議会「今
後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方につい
て」をもとに作成） 
 
とりわけ人間関係形成・社会形成能力の土台と位置づけ
られるコミュニケーション能力は､相手の意見を聴いて自
分の考えを正確に、かつ魅力が伝わりやすいように話せる
力である。今後の生き方を考え、職業選択に対する目的意
識を明確にするとともに、他者とのコミュニケーションを
通じて自他を理解しながら社会に参画し、今後の社会を積
極的に形成する｢生きる力｣の基礎である｡ 
昨今は英語力の強化に目が向いて、全ての学力の基礎と
なる日本語に目が向いていないように思う。まして工学系
は、国語学習に対して熱心に取り組む時間は少ない。  
したがってキャリア教育に向けて、国語の授業で、日本
語によるコミュニケーション能力の育成は｢生きる力｣の基
礎を形成する最も重要なテーマの一つとなる｡ 
2.3 授業内容 
2.3.1公開番組～ゲストの話を聴こう～ 
「基礎的・汎用的能力」のうち「課題対応能力」「自己理
解・自己管理能力」「人間関係形成能力・社会形成能力」を
育成するために、「公開トーク番組～ゲストの話を聴こう
～」を展開した。 
２人組でパーソナリティとゲストとなり、パーソナリテ
ィが質問をして、ゲストが答えて番組を構築していく。自
分の個性を発揮しながら､相手の個性を尊重し､傾聴しなが
らも次の発言を考えてコミュニケーションを図り､協力 ･
共同して、聴衆を前にした架空の公開トーク番組（10 分間）
を成立させる課題にいかに対応するかという内容である。 
指示した手順は以下の通りである。 
1）ゲストはトーク番組内で話すテーマを考え、予めパーソ
ナリティに伝えて事前の打ち合わせをしておく。 
2）パーソナリティ・ゲストともに、板書や show＆tell を利
用して視覚的な効果を狙う工夫を考えておく。 
3）番組が開始されると、パーソナリティは、会場の聴衆に
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挨拶をし、テーマを告げ、２人だけの話に終始しないよう
注意を払う。 
4）インタビューは、一問一答に終わらず、さらに相手の話
を掘り下げ、うまく引き出す話し方をする。 
5）パーソナリティ・ゲストともに「聞き上手」となり、身
振り・声音・表情 といった非言語メッセージを使いながら
傾聴する。 
6）パーソナリティは、トーク終了時に、聴衆に、話の要点
を、わかりやすく簡潔に、まとめ、次回の予告をする。 
7）1 組の終了後に、聴衆の学生は、改善点を含めて、一連
のやり取りの感想を述べて、評価する。 
2.3.2 面接でよくある質問に答える 
「基礎的・汎用的能力」のうち「キャリアプランニング
能力」「課題対応能力」「自己理解・自己管理能力」を育成
するために、「面接でよくある質問に答える」を展開した。 
手順は以下の通りである。 
1）教師は､授業中、企業面接でよく問われる質問事項を提
示し、質問の意図と回答を考える課題を与える。 
2）学生は、まず質問の意図を考え、発表する。 
3）教師は学生の回答を踏まえて解説を行う。例えば、「仕
事にやりがいを感じるときはどんなときか」の質問に対し
て、面接官は、志願者の仕事に対するモチベーションや指
向性を知るために出題している。そのため、今までの高専
生活で体感してきた「やりがい」や「喜び」の具体的な体
験談を伝える。そして「やりがい」や「喜び」を再現させ
るために普段からどういう意識を持って、工夫・努力をし
ているかを伝えるなどの解説である。 
4）学生は、質問の意図を理解し、自己の職業的な能力 ･ 
適性と関連したエピソードをその場で考える（５分程度）。 
5）学生は、自ら積極的に挙手をして、リーダーシップを発
揮したり、時には譲ったりするフォロア-シップを発揮して、
人前に出て回答を発表する。指名制とはしない。 
2.4 授業評価 
「公開トーク番組～ゲストの話を聴こう～」の授業実施
後のアンケート結果（有効回答 110 名）は、以下の通りで
ある。 
問１ 主要な打ち合わせの場所 
学校または学寮（61.1%） 
SNS（メール、Line、ツイッター等）（29.4％） 
その他（友人宅）（9.5％） 
問 2 準備時間 
0.5 時間程度（8.3％） 
1 時間程度（23.3%） 
2 時間程度（36.1%） 
3 時間程度（25.5％） 
4 時間以上（6.8％） 
問 3 発表後の変化（複数解答）  
級友の意外な一面がわかり楽しくなった（85.1%） 
人前で緊張したが話すことが面白くなった
（64.2%） 
日常的に自分の言語表現に関する意識が高まった
(45.0%） 
人と話すときに意識的に聞くようになった
（26.7%） 
他人の言葉への注意が増した（22.2%） 
うなずきや合いの手の効果がわかった（16.7%） 
問 6 発表を聞く態度 
大体聞いていた（5.6%） 
発表者や内容によって聞いていた（13.3%） 
大変注意深く聞いていた（81.1%） 
違うことをして聞いていなかった（0％） 
問 7 役に立ったか 
   ある程度役に立った（18.6%）    
   大変役立った（81.4％） 
   あまり役に立たなかった（0%） 
ほとんど役に立たなかった（0％） 
問 8 問 7 で「大変・ある程度役に立った」のはどんな点
であるか。 
  ・「話の流れの大切さ」である。質問の回答からまた
新たに質問を生むきれいな流れがあった。話の流れ
がきれいであると主題からそれることもなく、まと
まった話になるため、流れというものは非常に大切
だと感じだ。 
・トークの雰囲気やテンポなどがトーク番組の要素
を作り出しているため、常に会場の雰囲気を把握す
ることが重要であることを学んだ。自分の話したい
部分とパーソナリティが興味を持つ部分、聴衆が聞
きたい部分が一致するということはほぼないため、
そのときの会場の雰囲気に合わせて話の内容を変更
することも大切であることを学んだ。 
・ゲストの話に相槌を打ちながらしっかり聞いて、
聞きながらも質問とか話を膨らませるように考える
のが大変だった。ゲストとパーソナリティが話す量
のバランスも大事だ。主役はゲストだが、パーソナ
リティもただの傍聴者ではないと感じた。 
・ゲストはパーソナリティと対話しつつも第三者に
も分かるように話すことだ。ただ単にパーソナリテ
ィと普通に会話するだけでは聞き手は置いてきぼり
になってしまう。そうならないように意識し、説明
も交えながら話さなければならず大変だった。 
・適度な間を取って話すことだ。適度な間を取るこ
とで、話の流れを理解しやすくなる。今後人前で話
す時に参考にしていきたい。 
・パーソナリティとしてテーマの情報に疎かった。
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して学生の自立への内発的動機付けを効果的に支援するこ
とである｡特に大学等におけるキャリア教育の目標は、「社
会的・職業的自立、学校から社会・職業への円滑な移行に
必要な力」の育成にある(3)。 
図１は、社会的・職業的自立、学校から社会・職業への
円滑な移行に必要な力に含まれる要素を示したもので、①
基礎的・基本的な知識・技能、②基礎的・汎用的能力、③
論理的思考力、④創造力、⑤意欲・態度及び価値観、⑥専
門的な知識・技能等があるが、主にキャリア教育で育成す
べき能力として想定されるのは包括的な②基礎的・汎用的
能力と位置づけられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１「社会的・職業的自立、学校から社会・職業への円
滑な移行に必要な力」の要素（中央教育審議会「今後の学
校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」を
もとに作成） 
 
さらに②基礎的・汎用的能力には、行動として表れ、評
価が可能であるという観点から、図２に示す通り、次の 4
つの能力が設定される。 
・「キャリアプランニング能力」：自己の職業的な能力･適性
を理解し､それを受け入れて伸ばそうとする能力 
・「課題対応能力」：多様な他者とのチームワークを通して
課題を解決していく能力 
・「自己理解・自己管理能力」：自己理解を深め､他者の多様
な個性を理解し､互いに認め合うことを大切にして行動し
ていく能力 
・「人間関係形成・社会形成能力」：他者の個性を尊重し､ 
自分の個性を発揮しながら､人々とコミュニケーションを
図り､協力 ･共同してものごとに取り組む能力 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 基礎的・汎用的能力の内容（：中央教育審議会「今
後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方につい
て」をもとに作成） 
 
とりわけ人間関係形成・社会形成能力の土台と位置づけ
られるコミュニケーション能力は､相手の意見を聴いて自
分の考えを正確に、かつ魅力が伝わりやすいように話せる
力である。今後の生き方を考え、職業選択に対する目的意
識を明確にするとともに、他者とのコミュニケーションを
通じて自他を理解しながら社会に参画し、今後の社会を積
極的に形成する｢生きる力｣の基礎である｡ 
昨今は英語力の強化に目が向いて、全ての学力の基礎と
なる日本語に目が向いていないように思う。まして工学系
は、国語学習に対して熱心に取り組む時間は少ない。  
したがってキャリア教育に向けて、国語の授業で、日本
語によるコミュニケーション能力の育成は｢生きる力｣の基
礎を形成する最も重要なテーマの一つとなる｡ 
2.3 授業内容 
2.3.1公開番組～ゲストの話を聴こう～ 
「基礎的・汎用的能力」のうち「課題対応能力」「自己理
解・自己管理能力」「人間関係形成能力・社会形成能力」を
育成するために、「公開トーク番組～ゲストの話を聴こう
～」を展開した。 
２人組でパーソナリティとゲストとなり、パーソナリテ
ィが質問をして、ゲストが答えて番組を構築していく。自
分の個性を発揮しながら､相手の個性を尊重し､傾聴しなが
らも次の発言を考えてコミュニケーションを図り､協力 ･
共同して、聴衆を前にした架空の公開トーク番組（10 分間）
を成立させる課題にいかに対応するかという内容である。 
指示した手順は以下の通りである。 
1）ゲストはトーク番組内で話すテーマを考え、予めパーソ
ナリティに伝えて事前の打ち合わせをしておく。 
2）パーソナリティ・ゲストともに、板書や show＆tell を利
用して視覚的な効果を狙う工夫を考えておく。 
3）番組が開始されると、パーソナリティは、会場の聴衆に
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あえて疎いことを利用して話を進めようと考えてい
たが、結果として話についていくことができなかっ
た。事前準備を怠らず相手が話す話題に精通してお
きたい。 
・テーマがマニアックな分野であり、専門的な用語
を多く使いすぎた。場に応じた言葉遣いと、相手へ
の臨機応変な説明や説得の仕方を考えて分かりやす
くすべきだった。 
 
「面接でよくある質問に答える」の授業実施後のアンケ
ート結果（有効回答 109 名）は、以下の通りである。 
問１ 他の面接質問事項も調べたか 
はい（19.4%）いいえ（72.2%） 
問 2 発表を聞く態度 
   大体聞いていた（8.9%） 
   大変注意深く聞いていた（91.1%） 
発表者や内容によって聞いていた（0%） 
違うことをして聞いていなかった（0％） 
問 3 何度人前で発表したか 
   0 回 12 人（11.0%） 
1 回 63 人（57.8%） 
   2 回 20 人（18.3%） 
   3 回 11 人（10.1％） 
   4 回以上 3 人（0.3％） 
問 4 問 3 で、発表しなかった、または１回しか発表しな
かった理由はなにか。 
  ・本当にこれでよいのか、的外れではないかと不安 
・失敗したら恥ずかしい 
・赤面し、頭は真っ白になる 
・何を話しているかわからなくなり混乱する 
・人に見られるのが恥ずかしい 
・周りの目を気にして、反応が怖い 
・意見をまとめるのが遅く発表のタイミングを逃す 
・大勢の男子の前で話すと萎縮してしまう 
・話題が少なく（他の質問の回答と）同じ話になる 
・未発表の人に譲る 
・他人の意見を聞き入れる訓練と思った 
・テーマを厳選して様子を見ていた 
・優等生のやるモノ 
・浮くのが嫌 
問 5 問 3 で、3 回以上発表した理由はなにか。 
・人前で話す苦手意識の克服の場ととらえた 
・編入試験での面接対応と考えた 
・回数を競う闘争意識が働いた 
・自分を知ってもらいたい、意見を伝えたい強い思
いがあった 
・自己顕示欲を満たす 
・意見は批判されず自信が付いた 
・聞いてくれる環境がよい 
・自分の発表に対する今後の課題が見つかる 
・自らの成長にもなり平常点ももらえる一石二鳥 
問 6 役に立ったか 
   ある程度役に立った（1.8%）    
   大変役立った（98.2％） 
   あまり役に立たなかった（0%） 
ほとんど役に立たなかった（0％） 
問 7 問 6 で「大変・ある程度役に立った」のはどんな点
であるか。 
・質問の意図を考えて回答を組み立てることは大事
だと分かった。学生と面接官との間でズレが生じて
戸惑ってしまわないように、本番前では計画を練っ
て練習しようと思った。 
・誰かに聴かせるためのトークは、内容よりも話し
方が重要ということを学んだ。聞いているときに楽
しく笑い、次の言葉を聴き逃さないようにしようと
思った人が何人もいた。逆に内容はいいものであっ
ても話術次第で「つまらない話だ」という印象を与
えてしまわないように、面接では「話す」訓練が必
要だなと思った。 
・自分の考えを１分程度に詰め込み、経験談も交え
て話すのはとても難しく、よい練習の場となった。 
・質問に対して十分な時間があればまとめられるが
それでは根本的な解決にならないため、日々の生活
の中で自分が疑問に思う事柄を整理しておこうと思
うようになった。 
・国語が苦手だからこそ、先生は話の内容も評価す
るが、積極性も評価してもらえるよい機会だと考え、
積極的に前へ出ることができた。 
・話しやすい話題であった。自分の長所や失敗談を
語る問では、普段から話し慣れていたものであった
が、話すことで自分の中で答えがはっきりして確認
できた。 
・周りが発表しないと授業が成立しないと思い、ク
ラスの雰囲気を考慮して前に出た。そうしないと勇
気をもって挙手した他の人の努力も無駄になると思
った。 
  ・いよいよ進路を考える時期となったと実感できた 
  ・自分の学力や性格でどの企業に付くのがふさわし
いのか知りたくなった。 
 教師による成績評価は以下の通りに行った。 
本来キャリア教育とは、心理学の一分野であり、本人が
自分のキャリアを考えるきっかけ作りのため、主観的な要
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素が多く、相対評価にはなじまない。しかし、行動として
表れ、評価が可能であるという観点から、「キャリアプラン
ニング能力」「課題対応能力」「自己理解・自己管理能力」
「人間関係形成・社会形成能力」の 4 つの能力が設定され、
それに沿って授業を展開した以上、評価は可能となると判
断した。 
積極的な授業への参加、発表内容の充実ぶりに加えて、
学生の相互評価、自己評価を加味して、評価を行った。 
学生からのアンケートを見ると、「公開トーク番組～ゲ
ストの話を聴こう～」、「面接でよくある質問に答える」授
業もともに、満足度は高く、ほぼ目的は達成できたようで
ある。多くの学生が他者とのコミュニケーション形成につ
いて関心や問題意識を持っており、自分と他者に関心を持
ち、課題に対して達成意欲をもって表現にまでつなげると
いう効果は少なからずあった。学生同士が感想を述べ合う
ブラッシュアップは積極的になされ、活発な授業となり、
言語活動の充実が図れたようである(4)。 
一方で、「公開トーク番組～ゲストの話を聴こう～」では、
内容よりも笑える言動や表情を連発する乗りの良い学生が
受けたり、それだけを期待して聞いている学生も散見され
た。「発表者や内容によって聞いていた（13.3%）」というア
ンケート結果（問 6）はその意識の反映かもしれない。 
「面接でよくある質問に答える」の授業」では、その場
で５分間考え、自発的に回答するやり方をとったため、授
業の趣旨が徹底しないまま「誰かが発表するから面倒なこ
とはしたくない」と漫然と取り組んでいる学生もいた。ま
た、教室で提示された以外の面接質問を自ら調査した学生
はアンケート結果（問１）で 19.4%にとどまった。 
実は、漫然と取り組む学生にこそキャリア教育が最も必
要と思われ、積極的に働きかけていく必要があるという課
題も出てくる。これらを解決する方策を学生自身に討論さ
せた結果、以下のやり方が挙げられた。 
・次回の授業で扱う「面接での質問事項」を事前に知ら
せて、予め考えてきてもらう。 
・最低２回は人前での発表をノルマ化する。 
・より進路への意識を高くするために４年前期開講授業
を、後期に持ってくる 
いずれも取り組みやすいやり方なので来年度改善を図る 
予定である。 
また、発表をしたがらない学生には、スタンフォード大 
学の心理学教授クランボルツのプランドハプンスタンスセ
オリー（Planned Happenstance Theory）(5)を紹介した。これ
は、キャリアはプランドハプンスタンス（計画された偶発
性）が決めるもので偶然が支配するが、個人の行動によっ
て「良い偶然」をまるで計画されたようにもたらすことが
できるという考え方である。前もって「間違いのない、効
率的なキャリア」を知る方法はなく、さまざまな活動を試
してみることによって見つけられるものである(5)。だから発
表にしてもやり方はバリエーションに富み、正解は何通り
もある。かたくなにできないと決めつけずに、「とりあえず
やってみる」「チャレンジを生かしてみる」姿勢の大切さを
説いた。 
 
３．今後の課題 
今後、本研究の課題は、4 年生で実施した音声言語教育に
よるキャリア教育を、低学年から構築することに求められ
る。｢話す技術｣｢聞く技術｣の能力を育成するため、低学年
の国語授業の中に計画的に適切に組み入れることである。 
低学年では比較的、文字言語能力の育成（読解力、文章
作成力）を重視してきた。そこで、特に、「キャリアプラン
ニング能力」「課題対応能力」「自己理解・自己管理能力」
「人間関係形成・社会形成能力」の 4 つの能力を描いた小
説や評論文、韻文を教材化し、文字言語教育として扱うこ
とにより、文字言語と音声言語の指導をバランス良く行う
ことができるのではないかと考える。むしろ、人間や社会
の姿を描いた小説や評論文、韻文である以上、テーマをと
らえる際には、4 つの能力に包括的に収斂していくものと考
えられる。 
さらにキャリア教育は､学生の自立への内面的な動機付
け・きっかけ作りが最も大きな目的である｡そのためには、
グループ学習など、アクティブラーニングを取り入れた授
業が効果的である。全教員が理想ではあるが、まずは国語
教師自ら、臨床心理学の知見を学び、カウンセリングやコ
ーチィングのスキルを用いて、学生に自己および他者理解
や自己主張のなど、キャリア形成支援を行うことも求めら
れるであろう｡  
 
４．まとめ 
以上、４年生で実施した国語授業におけるキャリア教育
へのアプローチを報告した。 
もちろん、報告した授業以外にも、音声言語教育が一過
性に終わらないように、スピーチや集団討論を実践してい
る。同時に、授業のまとめを書く 200 字作文や、「私の強み」
「求められる技術者とは」などの課題文、寓話の読解など
文字言語能力の育成にも力を入れ、バランスはとっている。   
上記の新しい国語教育のあり方の提案を通して､ 高専に
おける音声言語教育の指導のあり方を中心にした新たな視
点でのキャリア教育の提案としたい｡ 
 
 
（平成 27 年 9 月 25 日受付） 
（平成 27 年 11 月 25 日受理） 
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あえて疎いことを利用して話を進めようと考えてい
たが、結果として話についていくことができなかっ
た。事前準備を怠らず相手が話す話題に精通してお
きたい。 
・テーマがマニアックな分野であり、専門的な用語
を多く使いすぎた。場に応じた言葉遣いと、相手へ
の臨機応変な説明や説得の仕方を考えて分かりやす
くすべきだった。 
 
「面接でよくある質問に答える」の授業実施後のアンケ
ート結果（有効回答 109 名）は、以下の通りである。 
問１ 他の面接質問事項も調べたか 
はい（19.4%）いいえ（72.2%） 
問 2 発表を聞く態度 
   大体聞いていた（8.9%） 
   大変注意深く聞いていた（91.1%） 
発表者や内容によって聞いていた（0%） 
違うことをして聞いていなかった（0％） 
問 3 何度人前で発表したか 
   0 回 12 人（11.0%） 
1 回 63 人（57.8%） 
   2 回 20 人（18.3%） 
   3 回 11 人（10.1％） 
   4 回以上 3 人（0.3％） 
問 4 問 3 で、発表しなかった、または１回しか発表しな
かった理由はなにか。 
  ・本当にこれでよいのか、的外れではないかと不安 
・失敗したら恥ずかしい 
・赤面し、頭は真っ白になる 
・何を話しているかわからなくなり混乱する 
・人に見られるのが恥ずかしい 
・周りの目を気にして、反応が怖い 
・意見をまとめるのが遅く発表のタイミングを逃す 
・大勢の男子の前で話すと萎縮してしまう 
・話題が少なく（他の質問の回答と）同じ話になる 
・未発表の人に譲る 
・他人の意見を聞き入れる訓練と思った 
・テーマを厳選して様子を見ていた 
・優等生のやるモノ 
・浮くのが嫌 
問 5 問 3 で、3 回以上発表した理由はなにか。 
・人前で話す苦手意識の克服の場ととらえた 
・編入試験での面接対応と考えた 
・回数を競う闘争意識が働いた 
・自分を知ってもらいたい、意見を伝えたい強い思
いがあった 
・自己顕示欲を満たす 
・意見は批判されず自信が付いた 
・聞いてくれる環境がよい 
・自分の発表に対する今後の課題が見つかる 
・自らの成長にもなり平常点ももらえる一石二鳥 
問 6 役に立ったか 
   ある程度役に立った（1.8%）    
   大変役立った（98.2％） 
   あまり役に立たなかった（0%） 
ほとんど役に立たなかった（0％） 
問 7 問 6 で「大変・ある程度役に立った」のはどんな点
であるか。 
・質問の意図を考えて回答を組み立てることは大事
だと分かった。学生と面接官との間でズレが生じて
戸惑ってしまわないように、本番前では計画を練っ
て練習しようと思った。 
・誰かに聴かせるためのトークは、内容よりも話し
方が重要ということを学んだ。聞いているときに楽
しく笑い、次の言葉を聴き逃さないようにしようと
思った人が何人もいた。逆に内容はいいものであっ
ても話術次第で「つまらない話だ」という印象を与
えてしまわないように、面接では「話す」訓練が必
要だなと思った。 
・自分の考えを１分程度に詰め込み、経験談も交え
て話すのはとても難しく、よい練習の場となった。 
・質問に対して十分な時間があればまとめられるが
それでは根本的な解決にならないため、日々の生活
の中で自分が疑問に思う事柄を整理しておこうと思
うようになった。 
・国語が苦手だからこそ、先生は話の内容も評価す
るが、積極性も評価してもらえるよい機会だと考え、
積極的に前へ出ることができた。 
・話しやすい話題であった。自分の長所や失敗談を
語る問では、普段から話し慣れていたものであった
が、話すことで自分の中で答えがはっきりして確認
できた。 
・周りが発表しないと授業が成立しないと思い、ク
ラスの雰囲気を考慮して前に出た。そうしないと勇
気をもって挙手した他の人の努力も無駄になると思
った。 
  ・いよいよ進路を考える時期となったと実感できた 
  ・自分の学力や性格でどの企業に付くのがふさわし
いのか知りたくなった。 
 教師による成績評価は以下の通りに行った。 
本来キャリア教育とは、心理学の一分野であり、本人が
自分のキャリアを考えるきっかけ作りのため、主観的な要
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